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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
は
名
取
市
の
み
な
ら
ず
日
本
と
し
て
初
め
て
経
験

す
る
よ
う
な
大
災
害
で
あ
り
、
愛
す
る
郷
土
が
こ
の
よ

う
な
未
曾
有
の
大
惨
事
に
直
面
す
る
と
は
だ
れ
も
想
像

で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
対

し
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
津
波
に
よ
り
家
屋
が
流
失
す
る
な
ど
海

岸
部
の
ほ
ぼ
全
域
が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
市
全
体
に

も
地
震
に
よ
る
家
屋
損
壊
な
ど
大
き
な
つ
め
痕
を
残
し

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
早
急
な
災
害
対
策
が
最
優
先
事
項
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
二
月
定
例
会
で
の
平
成
二
十
三

年
度
の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
震
災
後
、
す
べ
て
の
審

議
を
取
り
や
め
、
職
員
が
災
害
対
策
に
専
念
で
き
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
議
員
は
地
域
に
お
け

る
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
、
地
域
活

動
を
行
い
な
が
ら
、
三
月
二
十
三
日
に
予
算
の
成
立
を

図
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
の
復
興
に
向
け
最

大
限
の
努
力
を
し
、
一
日
で
も
早
く
安
心
・
安
全
な
生

活
が
確
立
で
き
る
よ
う
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

心
を
一
つ
に
し
て
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

名
取
市
議
会

東
日
本
大
震
災
の

　
　
　

復
興
に
向
け
て

復興に向け前へ
　去る3月27日、イオンモール名取エアリ駐車場で「ゆりあげ港朝市」が復活し、
お店の威勢のいい掛け声や買い物を楽しむ多くの人達で賑わいました。
　また、震災後は自衛隊、警察、他自治体や各種団体の皆さん、ボランティアの方々
など多くの人達が支援をしてくれています。
　被災者の方々の努力や多くの支援の手によって、日々復興が進められてきています。
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二
月
定
例
会
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
に
よ
り
新
年
度
予

算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員

会
が
中
断
さ
れ
、
会
期
を
延
長

し
て
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月

二
十
三
日
ま
で
の
三
十
日
間
開

か
れ
ま
し
た
。
二
十
三
年
度
の

各
会
計
予
算
案
八
件
を
初
め
、

追
加
議
案
三
件
を
含
む
補
正
予

算
議
案
十
件
、
条
例
議
案
二
件

（
振
興
拠
点
地
域
の
重
点
整
備
地

区
に
お
け
る
名
取
市
固
定
資
産

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
、
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
）、
そ
の
他
議
案
三
件（
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て〔
目
黒
久
六
氏
〕、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て〔
川
村
美
智
子
氏
〕、

市
の
境
界
の
決
定
に
関
す
る
意

見
に
つ
い
て
）、
議
員
提
出
議
案

一
件（
子
宮
頸
が
ん
予
防
、ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
の
三
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
化
を
求
め
る
意

見
書
）の
計
二
十
四
件
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
意
見
書
を
除
き
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
道
山
崎
宿
線
の
拡

幅
改
良
整
備
に
関
す
る
陳
情

（
北
目
北
契
約
会
会
長　

渡
邊
正

氏
外
一
名
）」に
つ
い
て
は
、
所

管
す
る
建
設
水
道
常
任
委
員
会

で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
に
お
い

て
は
、
十
二
名
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

二
月
定
例
会
の
概
要

　

三
月
二
十
五
日
に
、
県
内
十

三
市
議
会
で
構
成
す
る
宮
城
県

市
議
会
議
長
会
を
通
じ
、
国
等

に
対
し
て
「
平
成
二
十
三
年
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
に

対
す
る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

要
望
書
は
、
住
民
の
生
活
再

建
と
地
域
社
会
の
復
旧
・
復
興

の
た
め
、
国
に
よ
る
さ
ら
な
る

強
力
な
支
援
を
求
め
る
も
の
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
左
記
及
び

下
記
内
容
の
早
期
実
施
に
つ
い

て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

（
要
望
事
項
）

一　

被
災
住
民
の
救
助
・
救
援
を

さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
被

災
住
民
が
不
安
な
く
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
暖
房
・
炊
事
・
車

両
用
の
各
種
燃
料
や
食
料
等
生

活
必
需
品
に
つ
い
て
必
要
量
を

確
保
し
、
併
せ
て
そ
の
供
給
体

制
を
整
備
す
る
こ
と

二　

被
災
住
民
の
身
体
的
・
精
神

的
な
健
康
の
維
持
及
び
確
保
の

た
め
、
医
師
、
看
護
師
等
の
派

遣
を
含
め
た
人
的
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
医
薬
品
等
を
十
分

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療

供
給
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と

三　

道
路
・
橋
梁
・
港
湾
・
空
港

等
の
公
共
土
木
施
設
や
小
中
学

校
等
の
文
教
施
設
に
つ
い
て
早

期
復
旧
を
図
る
と
と
も
に
、
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
に
最
大
限
の
支

援
を
行
う
こ
と

四　

宮
城
県
に
お
け
る
主
要
な
産

業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
林
水
産

業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済

の
復
興
に
つ
い
て
、
全
面
的
な

支
援
を
行
う
こ
と

五　

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
総
合
的
な
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
各
般
の
財
政
支
援
を

強
力
か
つ
弾
力
的
に
進
め
る
こ

と

緊
急
要
望
書
を
提
出

　

三
月
二
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
係
る
被
害
と
対
応
策
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
一
般
市
政
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、
初
め
に
被
災
者
の
皆
様
へ
の
お
見
舞
い
と
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
及
び
御
遺
族
へ
の
哀
悼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
捜
索
活
動
、
避
難
所
の
開
設
、
炊
き
出
し
や
食
料
の
調

達
及
び
提
供
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
被
災
地
域
の
排
水
や
瓦

れ
き
の
撤
去
な
ど
に
、
自
衛
隊
や
警
察
、
土
木
事
業
者
等
の
連
携
・

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
情
報
提
供
や
各
種
相
談
に
努
め
な
が
ら
、
一

日
も
早
い
復
興
に
向
け
取
り
組
み
、
特
に
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は

国
・
県
に
強
く
働
き
か
け
、
で
き
る
だ
け
早
い
建
設
を
目
指
す
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

一 般 市 政 報 告

　

未
曾
有
の
被
害
と
な
り
ま
し

た
今
回
の
地
震
に
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
津
波
に
よ
り
閖

上
・
下
増
田
地
区
で
家
屋
の
流

失
や
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
本
委

員
会
の
委
員
も
犠
牲
と
な
り
ま

し
た
。
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

二
月
定
例
会
の
会
期
中
に
地

震
が
発
生
し
た
た
め
、
定
例
会

の
内
容
を
中
心
に
お
知
ら
せ
す

る
議
会
だ
よ
り
も
内
容
を
変
更

し
臨
時
号
と
し
て
発
行
を
い
た

し
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
執
行
部
と
と

も
に
復
興
に
向
け
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

本
市
議
会
議
員
の
髙
橋
史
光

議
員
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
史
光
議
員
は
、
平
成
十

六
年
に
初
当
選
し
、
以
後
、
二

期
七
年
に
わ
た
り
、
建
設
水
道

常
任
委
員
会
委
員
長
、
会
派
の

代
表
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、

市
政
の
発
展
、
市
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
の
御
活
躍
を
し
の
び
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
御

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
本

市
議
会
議
員
の
沼
田
喜
一
郎
議

員
の
安
否
が
不
明
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。（
四
月
八
日
現
在
）

　

安
否
の
確
認
が
得
ら
れ
次

第
、
紙
面
に
て
皆
様
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

髙
橋
史
光
議
員　
逝
去

議
員
の

安
否
に
つ
い
て

編
集　

名
取
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日　
名
取
市
議
会
だ
よ
り　
臨
時
号


